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田彌一
郎 （ユ924，1930 ，ユ931）が渡瀬線 が分布 の 境界 で あ る こ と を認 め た が ， 徳 ir1御稔 （jg4ユ〉は璽 で ，佐

藤井灘 （1943 ）ば 有 尾両棲類 で ，渡 瀬線 と共 に 蜂須賀 の 提称 し た i’・欄 琶本島と の 間に 分 布 の 境 界 が 認め 得 る

と し た 。 徳 田 ， 佐藤は そ の 分布を論ず るに 当 つ て ， こ の 地 方の 地 方に 庄目 し て い る が ，半沢 正 四 RS ｛正935）

は 埴質 的性質 と ハ ブ の 分 布 の 関係 か ら渡 獺繊O 意義に つ い て 考察 した e な お徳田 は轂 物 の 分 布を論ず る に は．

地更 に 関連 し て，生 物相 を発 生的 に 考察 し， ま た 鱆度の 葺低及 び垂 直分布を含 め 立体的 に考察す ぺ きこ とを

主張 した 。 青本文
一郎 は岩波講座 生 物 掌 の 「啀乳 類 」．で ，日本に 於 け る 分類 学 の 向 うべ き方 向 に つ い て 講 じ ，

形 態 と 生 態 の 問 の 関係 に注 自す べ き で あ る と 述 べ た が 、そ の 後，青本文一郎及 び M 　rp 亮 は ・鼠類を 材料 と し

て 変異 の 聞題 に つ い て の 研究 を 連競 発表 した 。 こ れ ら は 単に 哺 乳類 の み ｛二 限 られた問題
’
C
’
・rgく・分 類学 の 一

傾向 を 示 す もの ll．て 重視 す べ き で あ ろ 5 。 （中村健 児）

　鳥　　　学　今 か ら 75 年前即 ち 1878 年 は 目 本 の 鳥学 に 於 け る
一・つ の 記 念 さ る べ き年 で あ る り それ は

B1aklston 及 び Pryer 両 氏が Ibis 誌 上 に
‘‘

∫t　Catab 即 e 　of 　the　Birds　of 　Japan
”

を発夫 し た年 だ か ら

で ある eSjebeld ，
　 Temrninck ，　 Schlege1，

　 Swinhoe
，
　 Cassin 等 吉典的 硲 究 者 の 俵を受け た こ の 両 氏は共

に 日本に 居住 して い た か ら漂本を集め るに も便 が あ り，多数 を 追加 し て 295種 を 日本の鳥類 と した 。
1878年

か らは英国 の Seeboh 皿 氏 が，夊 ｝885 年 か らは 米国 の Stejneger 氏 が 研 究 に 加 わ り，日本鳥類 の 分布は

大 い 1こ 明 る くな つ た 。 そ し て 1890 年 に は Seeb 。hm 氏 V一よ ザ
”rユ・e　Bi・ds ・ f　the 　J・ pane ・ e 　Empire

”

なる著書 が 発表 され ， 当時 迄に知 られ た 日本産鳥類 381 種 を 記述 して い る c こ の 2 年前 の 1888 年に は東京

帝国大学 動物学 教室か ら動物学雑誌第 1 卷 ・第 1 号 が 出版 され ， 郊入 の 鳥類研究 者が数名 現われた中に．飯

島魁教Pt［・ま 189ユ年 に 「日本 の 爲 目録 」 を発表，‘CI3種を揚げ，両年 5（　Notes 　on 　a 　coilection 　of　Birds　from

T ・ u ・hima を頁メ翻 要に 発表 し た 。 夫 tL迄 に は 邦 入 の 採 集物 は 総 て 夕F入 の 研 i建に 供 さ れ て い たが ・ こ こ に 始

1
め て 価薩 あ る 鳥学 論文 が 邦人 に よつ て 発 表され た の で あ つ た 。 そ し て ユ893 ’

年 に は 飯島魁賃 に よ り伊 豆 七 島

か ら P 齦 50
「VLC

，stani な る 萩種 が 記 載 され た 。 こ れ ば 邦 人が 二 名法 に 従 つ て 島 の 学 名 を附 した 最刧 の も の で あ

る ． 繭後 ス タ イ ネ ガ 尸皮の 硫究は 暫 ら く続語 たが 邦入 の 研究 者依弐第 に増 加 し た 。 そ の 中 で 北海道 の 鳥類 に

関する 八 田 三 郎及 び村 田庄 Ptk9両 氏の 調査 と本州 及び疏球 の 鳥類 に 関 す る 小川 三 紀氏 の 研 究 は嫡 筆す べ き も

の が あ る 。 即 ち 1908
’
年に 発衷 酎 t た小川氏 の 遺 稿 ，

AH ・ nd −List 。f　th ・ Bi ・d ・ ・f　Japan　lこ は 5u2 種

を掲 げ て い る 。 こ の 頃 か ら飯島博± の 門下 に 内 田 清之 助 ，鷹司儒輔 ，黒 田 昊礼 の 三 鳥 学者 が 出 で ， こ こ に 日

鷁 学は 新な る 発展 飜 句束 され る享 と なつ た 。 そ し て ・9・2 年 に 徽 島博土 の 主 蠍 こ よ つ て 日本鳥学会が 創

立 せ られ た D

　日本鳥学会靉 立 鴫 学 の 研究 を刺激 し て 多数 の 研究者 を輩 出 した が ．内田 清之助氏 の 大 著「日本鳥 類図説」

が コ913 年及び 1914 嫡 こ 出版 さtt，翌 細 5 年 に 臼本 鳥 学 会 か ら そ の 機 関誌 「鳥」 が 発刋 さ れ るに 及 び鳥

類 研 究 は 地 方 1こ 迄浸 透 ／、て本邦鳥学隆 盛 の 基麓 が 出来 た の で あ る 。 夫れ 迄 は 研究 は 殆ん ど分類 と分 布に 極隈

され て 居 た が 爾後の 研 究は多岐 に 亘 る の で 部 門別 に 述べ る事 と す る 。

　 1． 分類学 ・ 分布学 　1913年 以 後 に 於 け る 分類 学 ・分布学上 の 第一
の 貢 1献は前述 の 内田 清之助 氏 の r日本

鳥羅 詢 第一卷 ，第 二 卷 り 1蹶 で あ つ た 。 こ れ は 躰 鳥類 の 邦刻 隷 る最靭 の そ 7 グ ラ フ で ・旧 昿 鷯

類 502 種を解説 し た 上 下 2 卷 と 朝鮮産 63 種 （鹽司 ，黒田 ），台 湾産 349 種 を 解説 した続編 と か らな る 。

爾後は 本邦 の 烏類 に 関す硼 究 は殆 ん ど邦入 の 手 に 行掴   外 人 の 研究 は 極 め て 微 々 た 鼓 の と な つ た b 日

本 酵 会は 1922 年に 創ittes 年言己念 と して 黒臨 鷹司，　Pt・p，内 田 四 氏共著に な る A 　 Hand −Li ・t °f　the

J。 p。。e ・eBi ・d・ を蹶 し たが ， 其 の 後 蜂須 賀 ・由階 も と れ に 加わ り＋年毎i敏 訂増補 が 行わ れ・ 1942 年・

竃こ は黼 第 匹 版が蜂須 賀 構 棲 ・黷 ・鷹司 ・醐 ・山階 の 姥 と し て 出驤 れ た ．
こ れ は朝鮮 ・台蹴 含

む 領 土 内 の 鳥 291 属 893 種及び 亜 種 ， ミ ク ロ ネ シ ヤ の 鳥 96 属 194 種 及 び亜種を 記述 し て い る。 こ れ ら の

Hand ・List 都世 界的 な権威 と し て 扱われ て い た事 は 大東亜 載争開始 直箭に 出版 さ れ た 上 記第四版 の 一紛 が

オ ース ト ラ リ ア 外交官に よ つ て 本 国 に 送 られ ，そ の 後 ア メ P カ IC．於 て複 写 され た上 ，極 東及 び ミ fi　Ptネ シ ヤ

（19 ）
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産鳥 類分類 の 標準書 と し て 配布 諌 た事 1こ よ つ て も証せ られ る 。 之れ等 の Ila皿d−Li・t は 多 くOH 究 報告 の

輯成 で あ る が ，そ の 中 て も本州 ・四 国 ・九州 ・琉球 に 対する 黒 田 氏 の 研究 ， 伊 豆 七島 ・小笠 原島 ・硫 黄島 ・

ミ ク ロ ネ シ ヤ に 対す る敬山氏 の 研究 ，樺 太 ・千 島 ・伊 豆 七 島 ・朝鮮 ・台湾 ・ミ ク ロ ネ シ ヤ に対する山階 の 研

究 ，九 州 ・佐渡 に 対す る鷹司氏 O 研 究 は 主要 な役を果 し た，
1947年以僕山階は細 抱遺 伝学 に 基 く鳥類 の 分類

に つ い て 数論 文を発表 したが，戦 後黒 田 長 久 氏 は 海鳥 の 解 剃学 を 主 と した 分 類 を研究 し，数論夊 を 発表 した 。

　 2． 生 熊掌 　鳥 の 習性に 関 する断片的 な報告 ，よ 19 琶紀 り 終 り頃 か ら 時 々 現われ た が ，ま と ま つ た もの は　　　　　　　　　　　　　 の
Ingram 氏 が 19U8 年 に ア イ ビ ス 認 ：．掲載 し た富士 山 ：；於け る烏の 観察報 告が 始 め で あろ

「
） 。 そ の 後 内田 清

之助氏は 1913 年 に モ ズ と ス ズ メ の 食性に 関す る 研 究 を堯表 し て 応∫鵈 学 の 基礎を きづ き 、
1919年 ｛磯 商務

雀 に 鳥 醤調 査 室 が 出来 て か らは 内 田 溝之助氏指導 の も とに 葛精一
氏 ・仁部 富之助氏 ・大岩紀鹿氏 ・石 井時彦

氏 ・池 島武鮭氏 ・丘 直 逼 氏等 に よつ
『
こス ズ メ ・カ ケ ス ・ム ク ド リ 類 ・カ ワ ラ ヒ ワ 類 ・ホ オ ジ P 類等入 生 に 関

係潔 い 鳥 の 食性羅査 が 多 数発表 され た っ

一
方 山階鳥類研 究所 の 山田信夫氏は樺 太 ・台 湾 ・

伊豆 七 島な どの 鳥

の 食性 調査 に 質献を し た 勹 農林省に 於 け る 研 究 は 清機 幸保 氏 を 経 て 池 田 真亥 郎域 に 引 きつ が れ ， 現在 野鳥保

護 の た め の 重要な基縮 糖 提供 しでい る 。 蕃 殖 に 関 して 諜 め 仁郡 富之助氏 ・」順 孫 治郎氏 ・複本佳樹氏

な ど勉方在 住 の 先覚者 に よ つ て 研究 され ， 億 ・々の 鳥 の 習性 が 報告 され た が ，後 に 清 棲辛保氏 や 中西悟堂氏 及

び そ の 一
派 の 若 い 同好者 iこ よ つ て 内地 産 の 鳥類に つ い て 殆ん ど余す と こ ろ な く調査 され た 。 樺太 ・台 湾 の 鳥

類 に つ い て は 山 田 信夫氏 の 研 究 が 断 然 他 を 圧 して い ろ 。 な お 小林桂助 氏 が 1932 〜40 鰍 二 日本 産烏類 の 卵 の

モ ノ グ ラ フ を著 し た崇 も特 筆 さ る べ きで あ る 。 鳥類 奪 囀 i島に つ い て は 京 都大 学 の 川 村多 実二 氏及 び そ の 門 下

に 研究 され 二 ・三 の 著書 が あ る。中西悟 堂氏は 内地 産 鳥類 の 大部分 に つ い て そ の 囀 鳥を 仮 名 に よ り記録 した

が ， 星 野嘉助 ・蒲谷 鶴彦 の 両 氏 は録音醸に よ り多数 の 鳥 の 声 を野外 に 於 て 録 音 し た 。 渡 りに関す るま と まつ

た研 究 と して は黒 田 長礼氏 が ユ915 年 に 発 表 した
’‘
嬲 田 鴨 場 に て 鍵 た る 鴨 の 総数 と 各種 の 渡 りの 統計

”
及 び

内 田 清之助 ・仁部冨之助 両 氏が 1918 年に 串版 し た 「鳥類 の 渡 り と 蕃殖 期J が 古 い と こ ろ で ，こ れ等 は 觀察

を基礎 と し た も の で あ つ た が 1924 年 か らは 農称 省 が 標轍法 に よ る 調査 を始 め 現在に 到 つ て い る 。 そ の 結 果

をま と め た もの は 内田清之 助 ・葛 精
一 。松山資郎 ・涓壊幸保氏等に よ つ て 多数 報告 さ れ て い る が，単に 鳥類

の 移動 の み な ら ず ツ バ メ ・
シ ジ ュ ウ カ ラ な ど の 配 偶関係 ・生 存年農 な どに つ き多 くの 知 見 が 得 られ て い る 。

　 3． 細 抱　潰伝学　烏 の 細胞学的研 究 〔ま小熊捍博士に よつ て 19　27 年 に ハト を用 い て 始め て 成 功 し，そ の

後同氏 は ニ ワ 5 り ・ウ ズ ラ ・ア ヒ ル ・ガ チ ョ ウ ・エ ト ピ リ カ の 外数種 の 海鳥 の 蔵型 を報 告 した 。
1939 年以後

山階 は 小熊博士 の 御指 導の も とに 鳥類の 核 型 研 究 を始 め ユ941 年発表 の パ リ ケ ン の 染 色体 か ら 1952 年 の エ

ゾ ラ イ チ ョ ウ の 染色体迄約 40 種 の 鳥類 の 接型翻 巨独 夊は牧野佐 二 郎及 び宇田 川竜男両 氏 と の 共著 と し て 発

表 した b1952 年以後は 宇田 川氏 も ア オ バ ト外数種 の 核型を発表 し て い る 。 こ の 鳥類染色体 の 研 究 は 1930 年

代迄 は 英 ・独 ・ソ 連 で 少 数 の 研 究 者 が 研 究 し て い た が ，技術的困難 の た め に 中繦 の 状態 に あ つ た 。 と こ ろ が

最 近 ア S リ カ の 若 い 硫 究 者は 日 本に於 け る成功 に 刺激 され て 日本 の テ ク ニ ッ ク に よ る 研 究 を 新 に 開 始 し た よ

らで あ る 。 山階 は 1941 年以来烏 類 の 種閲及 び属間雑種の 不 婿 徃に 関す る四 つ の 論文 を発表 し た が ， こ れ と

核 型 の 研究 と を詛み 合せ た 一つ の 分 類 方法 を考案 し，工949 年 に は 「細胞学 に 基 く動物 の 分 類」を，1952 年

1こ をよ　
‘‘Classification 　of 　the 　Anatidae 　based　on 　the 　Cytogenetics

”
　を発表 し た o

　以 上 iこ よ り既に 日本 産烏類 に 関す る 限 り学 名 の 不 明 な る も の は 全 くな く，又 生 活 史 の 全 く不 明 なも の は 一

種 も な い 程 に 研 究 し尽 され た の で ， 特 に 分類学者 の 眼 は外 国 に 向げ られ た 。 そ して 世界的規模に迄集め られ

た標本と参老 図書は 1940 年代 に ｛辷 れを許す 迄 icな つ た 。 こ の 面 に 於 て 最も広 く研 究 した の は蜂須 賀正 氏

氏 で ．1925 年発表 の 英騒 の 鳥の 目録 力・ら彼 の 死後 1953 年 ｝こ 出版 された EP度洋 上 の 諸 島繕滅鳥に 関す る 研究

迄外 国学者 に 知 られ た著書が多い   中で も 1931 〜1935 年 に 出版 さ れ た
t‘The 　 Birds 　 of 　 the　 Philippine

I・！and ・

”
は 著名 で あ る ・ 黒 田 長aHz　t， 1916 年 の 雲南 の 鳥 の 研究 か ら 1944 年 の ニ ユ ーギ ニ ア の 極楽鳥の

研 究 迄多数 あ 「， ・ 特 1二 1933・36 年 の
“Th ・ Bi・ds ・f　Java”

は 著名 で あ る 。 山階 もrCaeW・東部 支那 の 研

究 の 外・南 ア フ リ か ＝ ユ ーギ ニ ア ・南米 ペ ル ーの 鳥の 研 究を発表 し ヌ モ ル ツ カ諸島及 び セ レ ベ ス の 鳥 の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（20 ，
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研究 に 着手 し て い 晝
・
が ，こ れは戦 俵黒臼長 久氏 外 研 究 を 続 行 し て い る 。 （山 隆芳麿 lt

魚 学 日本 の 魚類 を最初に 二 名法 t
，：｝ilL・て 調 べ た の は M ．　H ・uttuyn ・（上782）で ， そ の 後 J・MttlLer　lkび

F ．G ．∫、　Henle （板鰓類，1834 −41｝，　 C ．　J．　Temminck 及 び
’II．　 Schlege｝ （Siebold の Fauna 　Japonica

中 の 魚類 ，1842 −5〔1｝，P ．　Bleeker ，　 A ．　Gtinther 等 の 業績が あ る が ，　 Temm ｛nck 及 び Schlegel の 研 究 b ：

景 も有 名 で 日 本 産 魚 類 359 種 を 記 戦 廴，，そ の 中 器 4 種を 図示 した ，

本 学会 が肇足 した 二879 年 に Bleeke ・ は Enum ε・at 三en 　des　 espe ・ e ・ ……de　Jap。 n ……で 546 種を 挙 げ

魁 Gif・ the ・ は 麹 コの 廉検給 ChalJenger 号 の 研究 撮揖 で 澹嶽 ！亀 （189〔｝）潔 海魚 （1SS7 ） の 多 くの 日本産

新藝 を癸表 した 。 こ の 項 の 重燹 な業 飜 二 F ，St・inda。hn ・ ・ 及 び L ．　D6derlein の Beit ・tige ・ u ・ Kenntni ・

der 　Fjsche 　Japans （1883
−87冫が あ る c 当 時 毎 日本入專鬥豸ミと し て 1ま騰 康蓄「之励 ，岡田 信 利，野沢 俊 …欠郎 ，

北原多作 の 諸氏 が あ つ た 。 笠 作佳 吉 ，石 1：阡 代松 博士 は 典 ：こ 1895 年木誌 vol ．7 に 夫 々 テ ソ グ ギ ン ザ メ と

ゼ ゼ ラ を 記 載 され た が ，之 が 口 本 入 に よ ろ最初 Z）魚 類 f）新 毒重発表 で あ つ た o

　こ の 頃米国 の D ．S．　Jordan は 多 数 の 標本を 日本各地 か ら得 て 研 究 に と りか か つ て い た が，先ず そ の 最

た る 協力 者 」．0 ．Snyd ・ r　 l、の 共X” Ap ・elimina ・y ・heck ］i・．t 。 f　the 　fishes ・ f　japan （19］f））に 71°

種 を 挙 げ ，
E ．　 C ，　 St・rk ・、　 B ．、V．　 Everma ・m ，　 H ．　 W ．　 Fdwler （健 在），　 M ・Ei・ld ・・A ・W ・Herre 鍵

在）， R ，　C ．　M ・GT ・ 9・r．　 R ．　E ．　Richards ・ n ，　 W ．　F、　Th ・ mp ・・ ！・ 等 の 臨力 を も得 て ヨ本崖魚類を 縱横に

研究 し た ， 同 峙 に 石川千 代松，岸上 鎌 吉 ， C ，　 T ．　 Regan
， 国 中農稔， 大縄圭 之助 ，　 V 、　 Pietchman ，　 V ．

F 工細 Z 諸氏 の 研 究 ミ｝進 め られ た 。

　以上 の 入 ．・〈 の 業績 を纏 め た の が Jordan，　 Tanaka 政び Snyder の Acatalogue 　of 　the 丘shes 　of 　Japan

（ユ913 ）
−
E ．之 に は ユーvrs6種 刀 輯 典 と共 に 挙げ られ β 96 種 オ潤 示 さ れ，千 島 か ら丸 州 を姪 る 日本産魚類 の

大 部 分 が 明 ら か に され た 。

　田 中博士 の 分類 学 上 の 研 究 は 1904 年 以来多数 発表 され ， そ の 中 に 日本産魚類図説 48 卷 （19U −3（，）（1953

か ら冨山 ・阿部に よ り続刊 ）が あ る 。 ま た啓蒙的 な魚学 の 参考書，角 類 の 方 壽 ・昧 ・趣味等 に 関す る 著作 も

多 い 。 そ の ee個 体 変 異 を 重 要視 し て 生 物 の 穂 二 つ い て 考察 され ，　on 　 the　distributl・ n 。f 丘shes 　iR　 Japa−

nese 　wa 之ers （三93コ）で は 或種 の 下 に 幾 つ か の 種 が 統合 され て 発表 さ れた 。 博士 の 種に 関す る 之等 ‘ひ 発表 は

多 くの 問題 を惹 起 し．以後 日本 で Z）研究 は 微に 入 り細 に 亘 る 傾 向 を 示 し始 め た 。 博土 は 郷毘 高知市に 矍鑠 と

し て 魚学 を講 じ て お られ る o

　岸 上博土 の 研 究 は 1894 年 か ら 発表 され て い るが ，特に サ バ 類に 力 を 注
ー
が れ ． Contributiens　te　the　cem −

parative 　study 　of 　the　soca ］led　sco 皿 broid　fis！　 es 〈ユ923）は有 名 で あ る 。 瞳年揚 子江｛こ 魚類を 1　，，．査 さ れ

た が ｛929 年 成都 ℃ 客死 さizた 。

一
行 の 採集標本 の 觀 究 は 木村 重 氏 が 当 り 1934 年 発表 と な つ た ・

　日本 領 土 で あ つ た 琉球 ・台 渡 の 魚類を も J。・dan 撼士 と そ の 協力 者に よ つ て 研 究 され た瓜 大 島 正 満博士

4，また 1919 年以来 Jordan罅士 との 共著或に 自身 の 諭交 と し て 台湾 の 魚類 に つ い て多 くを癸表 され た 。 大 島

博士 1ま 賃本 の 魚類 研 究 逗）ほ か 広 く生 物 iこ 関 して 麗箪 を 振 る つ て お られ る 。 夊 C ，L ．Hubbs も来朝 調査 した が ，

異体類 て1915 ．ユ932 ｝ の 研究 ， ま た 共著 と し て C ．H ．　Gilbert と ヒ ゲ科 〔1916 ），　Jordan 博± と 多 くの 魚

類 （1925 ｝の 研 究 脇 島 H ・ bb・ 罐 ・Lは現在 も＊ ga ： 活er中で あ る 。 膣谷洋茶 囀 士 の 研 究 で は 特 に ア ジ

科 ｛1924） と高橋仁助氏 と の シ ラ ウ オ 科 （IS37） の も の が 知 られ て い ろ D 内 田 惠太郎懣 土は稚 魚 の 研 究 と分

類 ，研 究 と を 同時 EC進 め 1924 頃 力・ら多 くの ift　」k を 発表，1934 年 iこ 1ま ウ ナ ギ の Lept 。cephalus を発見 ・

1939 年 に は 朝鮮 の 絲顆類 と 内顎 類 とを纏 め られ た 。 現在 九 大 に 研究 と指導 と に 殆 ん ど寧 日な し と聞 く・ 森

為 三 博士 は 朝鮮 と 中国 の 淡水魚類 を 研 究 1915 年 以来多 くの 発表 が あ る が ．
Check 　list　of 　 the 　 fishes　 of

Korea （1952 ＞に は 824 種 をそ の 出典 と 共 に 示 さ れ た。

　1930 年 前後 か ら多 くの 研 究 者 ，参描 出 し，樽太
・南 洋 ・Fl

’，E・1の もの も併 せ て eSZ さ れ・また稚魚 の 研究 も盛

と な つ た 。 宮地 伝≡ 郎 餤 フ踊 ），潛 原稔 始 侈 く   敏 廟 ， ソ コ ア マ ダ イ 秣 キ ホ ウ ボ ウ 科 ギ マ 親 ア カ

（21　 ）
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